
                          

ペアレント・トレーニング  王 寺 

 

 

困り感のある子どもの対応についてのセッションを開催します。 

ペアレント・トレーニングは、困り感のある子どもたちのそれぞれの行動を理解し、適切な対応を具体的に学び・練習をします。そ

して、より良い親子関係づくりとこどもたちの適応行動の増加を目指す親訓練プログラムでカリフォルニア大学ロサンゼルス校

（UCLA）により開発されました。今回実施するのは、日本向けに改良したものです。 

講師は『ポップコーン』代表 楠本 伸枝です。 

  

【日  時】 ２０２3 年 5 月～２０２3 年 11 月（計１０回）－ ９：３０～１１：３０（人数により１２：００） 

5 月 18 日（木曜日） 6 月 1 日（木曜日） ６月１５日（木曜日） ６月 29 日（木曜日） ７月 13 日（木曜日） 

９月 7 日（木曜日） ９月２１日（木曜日） 10 月 5 日（木曜日） 10 月 19 日（木曜日） 11 月 2 日（木曜日） 

      ※講師の都合により変更する場合があります。その際は事前にご連絡致します。 

【場  所】 王寺駅前リーベル王寺５F 又は楠本宅（王寺駅徒歩５分） 

（詳細は「締め切り」後決定、郵送またはメール添付にてご連絡致します） 

※ 会場費を参加者の人数で割ってご負担いただくことになります。予めご了承下さい。 

【参加対象】 困り感のある子どもを持つ保護者（ご夫婦でのご参加も可能です）、支援者、教師、保育士等 

【参加費用】 お一人 20,000 円（ご夫婦参加の場合 おふたりで 30,000 円です） 

※お休みや途中退会による返金の制度はありません。 

【募集人数】 1 グループ 5 名以上(参加希望が少ない場合は中止又は延期になります) 

【申込方法】 申込書にご記入の上、郵送 or パソコンメール orFAX でお申し込み下さい。  

 

【締め切り】  ５月１０日（水曜日）（必 着）締め切り後で参加希望の場合、直接パソコンメールでお問い合わせください。 

【プログラム】 

第1回 オリエンテーション・自己紹介 第２回 子どもの行動観察と理解 

第3回 子どもの行動への良い注目の仕方 第４回 親子タイムとプラスの褒め方 

第５回 前半振り返りセッション 第６回 子どもが従いやすい指示の出し方 

第７回 プラスの無視の仕方 第８回 トークシステム(ご褒美)とリミットセッティング(限界設定) 

第９回 褒め方・無視の仕方・タイムアウトまとめ 第１０回 全体のまとめ・終了式 

                                              ※進行にあわせ多少、繰り下げあります。 

【おねがい等】  

・ お子さん（弟妹含む）の同伴はご遠慮ください。託児のご用意はできませんので、調整の上、お申し込みください。 

 

【申し込み・お問い合わせ先】 

えじそんくらぶ奈良『ポップコーン』   代表：楠本 伸枝 

〒６３６－０００３ 奈良県北葛城郡王寺町久度２－１６－６ 

えじそんくらぶ奈良『ポップコーン』宛 

Ｆ Ａ Ｘ ： ０７４５－３２－９２４０(留守録音声の後 fax に切り替わります) 

        E-mail  ： p o p-c o r n ＠ ｍ４．ｋｃｎ．ｎｅ．ｊｐ 



ペアレント・トレーニング王寺 申込用紙 
                          記入日     年  月  日(  ) 

参加者 

氏名 

ふりがな 

参加者 

氏名 

ふりがな 

男  

女  

（     才） 

男  

女 

（     才）  

ペアトレ 

受講経験 

有 ／ 無 

ポップコーン実施／その他（       ） 

ペアトレ 

受講経験 

有 ／ 無 

ポップコーン実施／その他（       ） 

住 所 

〒 

 

TEL（              ）FAX（              ） 

Ｅｍａｉｌ 

※必須 

 

 

診断名 

（あれば） 

 

対象者 

氏 名 

 生 年 

月 日 

   年   月   日 

（     才） 

学校名 

学 年 

 療育手帳 

有 無 
有（ A ・ B ） ／ 無 

家族構成 

氏名 続柄 職業 

   

   

   

   

   

ペアトレ

への希望 

 

 

 

 [講師とのお約束] 

①  なるべく休まず毎回、参加をする      ④ 毎回出される宿題をしてくる 

②  遅刻はしない                ⑤ 「でも･･･」「だって･･･」は言わない                                          

③  子どもを同伴しない（乳児は OK）     ⑥他の参加者のプライバシー保護を厳守する 


